




Cluster-Based Industrial Development:  
The Case of the Electrical Fittings Cluster in Sargohda, Pakistan 
（集積型産業発展：サルゴダ（パキスタン）における配線器具産業集積の事例） 
 



































































からのプラスチック製器具の輸入は 2003年から 2008年にかけて 10倍に増大したが、2008
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なお第 3 章と第 4 章の内容は、それぞれ学術雑誌向けの論文として改訂中である。第 3
章は Journal of Development Studies 誌へ近々投稿する予定であり、第 4章は Economic 
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平成 22年 6月 25日に行われた本論文の発表会に引き続き、主査の園部哲史、副査の大
山達雄、大塚啓二郎、Jonna Estudillo、戸堂康之（東京大学）の 5名からなる審査委員会
が開催された。審査委員会において指摘された本研究の長所と問題点は以下の通りである。 
4 
 
（１）産業集積における企業活動にソーシャルキャピタルが重要であることを指摘し、ソ
ーシャルキャピタルや資金の不足した新規企業を取り込み産業の生産を拡大するための制
度として下請制度が機能していることを、一次資料を用いて明らかにした。こうした議論
はこれまでも唱えられてきたものの証拠が伴っていなかった。それだけに、本研究の貢献
は大きい。 
（２）中国やインドの急速な経済成長によって他の途上国はいかなる影響を受けているか
については、これまでも多くの研究が行われているが、それらはマクロ経済学的な視点か
らの研究であった。企業レベルでの実証研究は乏しく、いったいどのような対応を、地場
の企業や産業は取っているのかはほとんど明らかになっていない。本研究は、その点を実
証的に解明したうえで、有益な生産含意を導き出しており、この点でも大きく文献に寄与
するものである。 
（３）パキスタンの産業に関する事例研究はこれまでもあったが、企業レベルのデータを
計量経済学的に分析した研究は存在しない。その事実が、パキスタンで企業調査を行うこ
とがいかに困難であるかを物語っている。本研究は、そのパキスタンで調査を敢行し、精
度の高いデータを獲得しており、その意味でも貴重な研究といえる。 
（４）第 3章の前半で、企業成長に関する理論モデルが構築されるが、その後の分析では
このモデルがあまり言及されていない。もっと、理論分析と実証分析の連携を密接にする
べきである。 
（５）第 3章と第 4章は、異なる問題を扱ってはいるものの、同じデータを用いて分析し
ているので、多くの共通点があるはずである。発表会の段階の原稿には、重複を避けるあ
まり、不自然な記述になっているところが散見される。 
審査委員会は本研究が、最近の研究動向に照らして有意義な問題設定を行っている点、
現場から精度の高いデータを収集している点、厳密な計量経済学的検証を行っている点、
政策含意に富んだ分析結果を得ている点から、博士論文にふさわしい内容を有するという
結論に達した。上記（４）と（５）に指摘された問題については、論文の修正されるべき
だが、主査が責任をもって改訂稿を点検し、指摘された点が修正されていることを確認す
れば、審査委員が再び集合して審査する必要はないということで、委員の意見は一致した。
主査は、7月下旬に学位申請者から論文の改訂版を受け取り、責任を持ってその内容を確認
した。よって審査委員会は全会一致で、本論文が本学博士論文として妥当であると判定す
る。 
